
今回は、S6（燃焼温度 600℃、燃焼時

間 30 分）、S8（燃焼温度 800℃、燃焼

時間 30 分）を用いた。それぞれのサ

ンプルを図中に○で示した。（図２）。

また、S6 と S8 の物性を表１にまとめ

た。

２２..１１..３３ 実実験験方方法法とと 33CC--SSiiCC 生生成成

のの判判断断方方法法            

実験方法を表２と図４に    

示した。３C-SiC が生成した否かの     図図３３ ももみみ殻殻燃燃焼焼灰灰のの工工業業分分析析とと溶溶解解性性のの関関係係

判断は“サンプル重量減少の変化”

と“X線回析法（XRD）”の２つの  表表１１ KK33--3300 とと KK88--1155 のの物物理理的的性性状状

方法で行った。

 

３３．．実実験験結結果果とと考考察察     

３３..１１ 熱熱処処理理実実験験結結果果     表表２２ 熱熱処処理理実実験験条条件件  

表３に熱処理実験の結果を示

す。基礎的検討により、有姿もみ

殻には 19.6%の SiO₂と 22.4%の炭

素分が含まれることが確認された。もみ殻を添加しないサンプルでは、

理論値に対する質量減少率が低く、SiC 生成に必要な炭素が明らかに不

足していることが過去の実験からも示唆されていた。今回、炭素供給源

としてもみ殻を添加したが、実測された質量減少率は依然として低く、

十分な炭素量が確保されていなかった可能性がある。それでも、前回の

結果と比較すると、今回のサンプルでは炭素分がやや過剰に存在してお

り、その影響で SiC 生成反応がより活発に進行したと考えられる。図 5

および図 6に示す熱処理前後の外観変化からも、その傾向が確認された。

特に図 6b および 6d のサンプルでは、SiC 生成を示唆する緑色の発色が

明瞭に観察され、試料全体に均一に広がっていた。これらの結果は、反

応条件の調整によって SiC 合成が着実に進行していることを示してい

る。

表表３３ そそれれぞぞれれののササンンププルルのの減減少少率率                    図図４４ 実実験験方方法法 
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